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　人権・男女
　共同推進課　緯運

　廿日市市では、外国人も地域社
会の一員として暮らしやすい地域
づくりを進めるため、外国語で相
談対応のできる「多文化共生相談
員」を配置しています。
相談日　
●中国語　火・水・木曜日
　陳琳（ちん・りん）相談員
●タガログ語・英語　水・金曜日
　竹下シェラ相談員
※いずれも 時～ 時
ところ　市民活動センター
内　容　生活に必要な情報の提供、
　市役所の手続きなどの相談、市
　役所窓口や小・中学校・保育園
　での手続きなどの通訳。

多文化共生の扉―
このコーナーへの意見・感想は、協働推進課国際交流・多文化共生担当（市民活動セ
ンター内）緯運 まで気軽に寄せてください。　ジープニー　　フィリピン独特のユニークな公共交通機関多文化共生相談員　竹下シェラさん

フィリピンで売られている「ジープニー」のミ
ニカー。おみやげとしても人気があるそうです。

　世界中にはいろいろな乗り物が
ありますが、フィリピンには通称
「キングオブザロード」と呼ばれる
乗り物ジープニーがあります。
　第二次世界大戦が終わり、フィ
リピンに駐留していた米軍は、帰
国するときジープを住民に無償で
あるいは格安で譲り帰国しました。
ジープを手にした人々は知恵を出
し合ってジープを改造し、今の
ジープニーの形を作り上げていっ
たのです。
　次は名前ですが、狭い車内では
向き合って座っている人と人の膝
（英語でknee（ニー））が当たる狭
さからジープとニーをくっつけて
ジープニーと呼ばれるようになり
ました。
　定員は基本が ～ 人ですが、
乗れるだけ乗せてバスの走らない
道幅の狭い場所をとても安い運賃
で走ります。ちなみにそのジープ
ニーの初乗り運賃は km＝ ペソ

（約 円）、その後 kmごとに ．
ペソ（約 円）ずつ上がっていき
ます。それに比べてバスは km＝
ペソ（約 円）、その後 kmご

とに ． ペソ（約 円）ずつ上
がっていきます。
　ジープニーで目的地が近くなれ
ば「パラー（止めて）」と声を掛け
ますが、聞こえない時は天井や車
体を叩きながら声を掛けます。運
賃は直接運転手に渡しますが、人
が多くて渡せないときには人から
人に手渡しで運転手に届き、お釣
りも他人の手から手を通して返っ
てきます。
　姿はペインティング、ステッ
カー、電飾などで美しく派手に飾
られ、それぞれが強い表現力で個
性的なスタイルをしていますが、
運転手と共に政府の保護の元でそ
れぞれが公共の乗り物として、
フィリピンの顔として活躍してい
ます。
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この欄は、市民と市職員で構成する「広報人権問題シリーズ編集委員会」が編集しています

■どうすれば、野良猫の引き取り
　頭数を減らせるの？
　野良猫の引き取りの大部分は、
野良猫が出産した子猫です。猫は
回の出産で ～ 頭の子猫を産
み、 年間で 頭以上に増えます。
　猫を傷つけたくないという優し
さから、不妊去勢手術をせずにえ
さだけを与える行為は繁殖を促し
てしまいます。えさを与えるのな
ら、しつけや不妊去勢手術、糞尿
の世話まで責任を持ってください。
　
地域猫活動
　近年、糞尿などの野良猫を巡る
トラブルを解決する方法として
「地域猫活動」が注目されています。
　「地域猫活動」は、地域住民の
合意や協力が必要で、住民やボラ

ンティアグループなどが住宅密集
地などで飼い主のいない猫に不妊
去勢手術を実施し、一代限りの命
を全うするまで適切に管理する活
動です。

■近所の人を困らせない
　ペットの飼い方をしましょう
　市には、ペットに関する苦情が
多数寄せられています。それらの
多くが飼い主の無責任な飼い方が
原因と考えられます。
　近隣に迷惑を掛けないよう、屋
内で飼うなどの気配りと正しいし
つけをして、責任をもった飼い方
をしましょう。

動物愛護推進員
　地域の身近な相談員として、

犬・猫などの動物の愛護と適正な
飼い方の普及啓発や助言などを
行っています。動物の飼い方など
を推進員に相談したい場合は、ま
ずは、広島県動物愛護センター
（☎ 於 ）に連絡してくだ
さい。

9月20日～26日は、「動物愛護週間」です

　「１０６」。平成２５年度に廿日市市で引き取られた犬や猫の数です。それらの犬や猫は、広島県動物愛護センターに引き取られ、数匹は新しい飼い主が見つかりますが、ほとんどが殺処分という不幸な最後を迎えます。　近年では、犬の引き取りは減少傾向にありますが、猫については増加傾向にあり、１００頭を超えました。　殺処分されている大部分は、野良猫が産んだ離乳前の子猫たちです。処分される子猫をどのように減らすかが重要な課題となっています。問合せ　環境政策課緯運９１３２■平成２５年度の引き取り頭数（速報値）合計野良猫飼い猫野良犬飼い犬 頭頭頭頭頭

■どうぶつ愛護パネル展
　市では、動物の命について考
えるパネル展を実施します。
と　き　 月 日 ～ 日
ところ　市役所 階市民ロビー

■どうぶつ愛護のつどい
　広島県主催の「どうぶつ愛護
のつどい」が開催されます。
と　き　 月 日 時～ 時
ところ　広島県立びんご運動公園


